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竜ヶ岡俳人墓地

建久元年(1190)源頼朝が上洛の
時馬上から鞭で社名を尋ねたことに由来する。
境内の表門は明治4年（1871）膳所城門を
移築したもの。（国重文）

日本左衛門
潜伏伝説池

月輪池
この池に映った月が美しかった
ので名前がついたとか、月輪殿
九条兼実の荘園があったからとも
いわれる。江戸時代開墾が行われ
大萱新田、明治になって月輪村。

新田開発発祥の地碑
明治天皇御東遷御駐輦碑

律令時代の政庁跡広さ約8町(8700㎡)
建物は南北の両正殿、東西の両脇殿とそれを
囲む回廊、中門、南門などが確認された。
建設は藤原仲麻呂が近江守となった750-60年
頃とされる。建物は貞元元年(976)の大地震で
破壊されたが国衙としては明徳3年（1392）まで

続く。

近江の一宮、祭神日本武尊、相殿天照皇大神他。
景行天皇が我が子ﾔﾏﾄﾀｹﾙの死を悲しみ神崎郡
建部郷に祀ったのが始まり。天武天皇の時代
建部連安磨が瀬田に来たときにこの地が国家鎮護
に相応しいとの勅命を受け神殿を建てたのが起源
という。武運の神と崇敬され永暦元年（1160)源頼朝
が14歳で伊豆に流されるとき源氏再興を祈願。
建久元年(1190)征夷大将軍で上洛の時神領寄進。

延文4年（1359）足利義詮が建立との伝え。
本尊は薬師如来。当初は伝教大師作の比叡山
根本中堂１木２体の像であったが元禄11年(1698)
将軍綱吉の命で上野東叡山寛永寺に遷され
別の薬師如来が祀られた。

近江八景
矢橋の帰帆

伝説によると、平安時代俵藤太秀郷が唐橋を
渡ろうとすると大蛇が寝ていた藤太は平気で
またいで行ったので大蛇は勇気に感心し仇敵
三上山百足退治を依頼する．藤太は百足の目
を射抜いて約束を果たす。俵藤太は鎮守将軍
藤原秀郷がモデル。大蛇は橋の守護神の竜神。

建部大社

瀬田の唐橋
近江八景
瀬田の夕照 （せきしょう）

”唐橋を制するものは近畿を制する”と云われ昔から
交通の要衝。当初は藤づるでで作られ”搦橋”、また
柳のように流麗であったので”青柳橋”と呼ばれた。
位置は今より上流で鶯谷辺り。現在地に移ったのは
天正3年(1575)信長の頃といわれる。現在の橋は
昭和54年に架け替えられたもの。途中に中島があり
大橋172m、小橋５１．７５ｍ、幅１２ｍ。
唐橋を挟んだ戦い。①壬申の乱（大海人皇子と大友の皇子）
②粟津の合戦（源範頼と木曽義仲軍勢)。③承久の乱（山田
重忠と北条時房）。④建武3年足利尊氏と京都軍。

近江八景
松林で夏の強い日差しと
冬の積雪から旅人を守った。

義仲と乳兄弟、家臣の兼平は瀬田の合戦で破れ
敗走。打出浜で京都から脱出してきた義仲と会う。
源氏軍に包囲され義仲は敵の矢で落命。兼平は
最早これまでと自害。粟津合戦の霊夢を感じた
膳所藩主本多俊次が寛文7年（1667)この地に墓

今井兼平の墓

（歴代膳所藩主を祀る。）

（膳所城の城門本瓦葺高麗門）

本多家の菩提寺本多康俊が父忠次
の追善のため三河西尾より移す。

門は藩校遵義堂の門。

本殿は鎌倉時代のもの(国重文）
境内の大銀杏の木は京に連れ
られて行く途中の石田三成が繋が
れた伝えが残る。

義仲寺
木曽義仲討死の地。数年後美しい尼が弔って
いるのを里人が尋ねると｢名も無き者｣と答える
のみ、尼は義仲愛妾巴御前。何時しか無名庵、
巴寺、木曽寺と呼ばれる。義仲寺と呼ばれるのは
弘安の頃。元禄7年(1694)大阪本願寺南御堂花屋
仁右衛門宅で病死した芭蕉は遺言によりここに
葬られる。境内には巴御前塚、芭蕉はじめ多くの

近くに芭蕉十哲の一人、丈草が芭蕉死後3年の喪
に服し建てた経塚がある。竜ヶ岡俳人墓地
ここには十哲など17人の墓が車座に置かれている。

句碑がある。”木曽路殿と背中合わせの寒さかな”
又玄

（国道沿い）

石場の渡し場跡この辺り

打出浜に移される渡し場の常夜灯、

祭神 彦火火出見尊、国常立尊、大己貴命、仲哀天皇
大津の鎮守、明治以前は四宮大明神と呼ばれた

天孫神社

いわい

祭神天智天皇他

法伝寺大友皇子の氏寺
創建は白鳳4年(675)とされる。

膳所城初代藩主戸田一西
夫妻の墓もある。

この辺り立場
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を建てる。謡曲｢兼平｣の素材。

”菜の花やみな出はらいし
矢走舟” 蕪村 蕪村句碑

蹴鞠の元祖
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